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請
願
ớ
陳
情
Ờ
の
締
め
切
り
は

　
  　
   8
月
　
日
・
正
午
で
す

21

　
市
政
に
つ
い
て
の
要
望
な
ど
を
ỏ

請
願
書
・
陳
情
書
と
し
て
市
議
会
に

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
Ố

　
平
成
　
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会

27

に
か
け
る
請
願
ớ
陳
情
Ờ
の
提
出
予

定
の
人
は
ỏ
事
前
に
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

■問 
議
会
事
務
局
Ố

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会

27

の
会
期
は
8
月
　
日
俄
Ỗ
9
月
　
日

31

30

我
の
予
定
で
す
Ố

※
会
期
中
に
休
会
日
が
あ
る
の
で
ỏ

開
催
日
は
ỏ
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
Ố

■問 
議
会
事
務
局
Ố

市
議
会
だ
よ
り
一
面
の
写
真
を
募
集

　ủ
い
ん
ざ
い
市
議
会
だ
よ
り
Ứ
の

一
面
に
掲
載
す
る
写
真
を
募
集
し
て

い
ま
す
Ố

保
育
園
非
常
勤
職
員
ớ
登
録
制
Ờ

　
市
立
保
育
園
で
勤
務
す
る
非
常
勤

職
員
を
募
集
し
ま
す
Ố

　
特
に
保
育
士
ま
た
は
看
護
師
の
資

格
を
有
す
る
人
を
急
募
し
て
い
ま
す
Ố

胸
勤
務
時
間
ộ
臼
平
日
・
午
前
7
時

Ỗ
午
後
7
時
ỏ
土
曜
日
・
午
前
7
時

Ỗ
午
後
5
時
の
間
で
ỏ
一
日
7
・
5

時
間
程
度
Ố
ま
た
は
一
日
6
時
間
程

度
ỏ
週
　
時
間
未
満
ỏ
渦
平
日
・
午

20

前
7
時
Ỗ
9
時
　
分
ỏ
午
後
4
時
Ỗ

30

7
時
の
延
長
保
育
時
間
Ố

※
園
の
状
況
に
よ
り
勤
務
時
間
が
多

少
異
な
り
ま
す
Ố

パート衛

胸
勤
務
場
所
ộ
市
立
保
育
園
Ố

胸
業
務
内
容
ộ
保
育
に
関
す
る
こ
と
Ố

■対 
臼
保
育
士
ま
た
は
看
護
師
の
資
格

を
有
し
ỏ
健
康
で
保
育
の
仕
事
に
情

熱
を
持
ỳ
た
人
ỏ
渦
健
康
で
保
育
の

仕
事
に
情
熱
を
持
ỳ
た
人
ớ
保
育
士

の
資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
ỜỐ

胸
賃
金
ộ
ừ
保
育
士
資
格
を
有
す
る

人
Ử
1
街
1
0
0
円
ỏừ
看
護
師
資
格

を
有
す
る
人
Ử
1
街
1
6
0
円
ỏừ
資

格
の
な
い
人
Ử
9
5
0
円
ớ
規
定
に

よ
り
通
勤
手
当
有
り
ỜỐ

■申 
履
歴
書
ớ
自
筆
で
写
真
貼
付
Ờ
を

左
記
ま
で
持
参
Ố

※
保
育
士
ま
た
は
看
護
師
の
資
格
を

有
す
る
人
は
資
格
証
明
書
の
写
し
も

提
出
Ố

■問 
保
育
課
保
育
班
ớ
緯
内
線
2
2

3
ỜỐ

下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
　
  　
責
任
技
術
者
登
録
更
新

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
の
資
格
有
効
期
限
が
平
成
　
年
3

28

月
　
日
の
人
は
ỏ
登
録
更
新
の
手
続

31
き
が
必
要
で
す
Ố

　
手
続
き
を
し
な
か
ỳ
た
場
合
ỏ
資

格
が
喪
失
に
な
る
た
め
ỏ
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
Ố

■時 
　
月
　
日
我
ỏ　
日
牙
・
い
ず
れ

11

11

19

か
一
日
Ố

■場 
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ồ
ớ
千
葉
市

中
央
区
中
央
2
Ổ
5
Ổ
1
ỜỐ

■申 
9
月
1
日
峨
Ỗ
　
日
俄
ớ
消
印
有

14

効
Ờ
ま
で
に
ỏ
申
請
書
類
を
登
録
更

新
申
請
用
封
筒
へ
入
れ
ỏ
郵
送
で
千

葉
県
下
水
道
協
会
事
務
局
へ
Ố

※
詳
し
く
は
ỏ
千
葉
県
下
水
道
協
会

ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
ớ
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.jsw

a�ch
ib
a.jp
/

Ờ
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
Ố

■問 
千
葉
県
下
水
道
協
会
事
務
局
・
千

葉
市
役
所
下
水
道
経
営
課
内
ớ
緯
0

4
3
Ổ
2
4
5
Ổ
6
1
1
2
ỜỐ

一
般
質
問
が
閲
覧
で
き
ま
す

　
平
成
　
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会

27

で
予
定
さ
れ
て
い
る
一
般
質
問ớ
会

派
代
表
ỏ個
人
Ờの
内
容
が
左
記
窓

口
と
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
Ố

■時 
8
月
　
日
俄
を
予
定
Ố

31

※
予
定
日
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
Ố

胸
閲
覧
場
所
ộ
議
会
事
務
局
ỏ
行
政

資
料
コ
ồ
ナ
ồ
ớ
市
役
所
1
階
Ờỏ
各

支
所
ỏ
図
書
館
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
Ố

■問 
議
会
事
務
局
ớ
緯
内
線
6
0
7
ỜỐ

猿
ủ
金
原
亭
馬
治
Ứ
真
打
昇
進

披
露
寄
席

　
地
元
印
西
市
の
落
語
家
ỏ
金
原
亭

馬
治
氏
の
披
露
寄
席
を
開
催
し
ま
す
Ố

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
ớ
開
場

26

正
午
Ỗ
ỜỐ

■場 
文
化
ホ
ồ
ル
ớ
大
森
ỜỐ

■費 
一
人
3
街
0
0
0
円ớ
前
売
り
2
街

5
0
0
円
ỜỐ

■申 
前
売
り
券
を
希
望
す
る
人
は
ỏ
住

所
ỏ
氏
名
ỏ
電
話
番
号
ỏ
申
込
枚
数

を
メ
ồ
ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
へ
Ố

■問 
馬
印
の
会
・
 成
願
 
ớ
胃
碓97 
5
1
3

じ
Ỷ
う
が
ん

6
・
■メール sato

y
am
a2
5
5
�y
o
se
@

y
ah
o
o
.co
.jp

ỜỐ

猿
サ
ỽ
カ
ồ
・
ク
リ
ニ
ỽ
ク
＆
講
座

　
ゴ
ồ
ル
キ
ồ
パ
ồ
の
技
術
や
練
習

方
法
を
専
門
家
か
ら
学
び
ま
す
Ố

■時 
8
月
　
日
俄
・
実
技
　
分
程
度ớ
小

24

50

学
生
　
時
　
分
Ỗ
ỏ中
高
生
3
時

11

50

Ỗ
Ờ・
講
演ớ
1
時
　
分
Ỗ
2
時
　
分
ỜỐ

45

45

■場 
松
山
下
公
園
陸
上
競
技
場ớ
浦
部
ỜỐ

噛
講
師
ộ
佐
藤
大
氏
ớ
千
葉
テ
レ
ビ

キ
Ỿ
ス
タ
ồ
ỏ
元
柏
レ
イ
ソ
ル
ゴ
ồ

ル
キ
ồ
パ
ồ
ỜỐ

■定 
実
技
は
各
　
人
ỏ
講
座
　
人
Ố

15

40

■費 
無
料
Ố

■申 
実
技
希
望
者
は
事
前
に
左
記
へ
Ố

■問 
N
P
O
法
人
C
O
S
M
O
S
サ

ポ
ồ
ト
ク
ラ
ブ
・
藤
澤
ớ
■携 
0
9
0

Ổ
6
0
2
3
Ổ
9
4
0
9
ỜỐ

猿
気
功
教
室

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
ủ
気
功
Ứ

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
Ố

■時 
8
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
Ỗ
正
午
Ố

30

10

■場 
印
旛
公
民
館
ớ
瀬
戸
ỜỐ

噛
講
師
ộ
菊
地
功
氏
Ố

■定 
　
人
Ố

30
■費 
一
人
5
0
0
円
ớ
参
加
費
ỜỐ

■他 
運
動
で
き
る
服
装
で
ỏ室
内
履
き
ỏ

バ
ス
タ
オ
ル
ỏ飲
み
物
を
持
参
Ố

■申 
8
月
　
日
臥
ま
で
に
ỏ
住
所
ỏ
氏

22

名
ỏ
電
話
番
号
を
記
入
し
ỏ
F
A
X

で
左
記
へ
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
印
西
市
女
性
の
会
・
坂
口
ớ
緯
／

胃
碓98 
0
2
0
0
ỜỐ

猿
J
A
介
護
職
員
ủ
初
任
者
研

修
Ứ
受
講
生
募
集

　
J
A
グ
ル
ồ
プ
が
県
下
で
行
う

ủ
初
任
者
研
修
Ứ
の
講
座
で
す
Ố

■時 
　
月
　
日
臥
Ỗ
平
成
　
年
2
月
6

10

10

28

日
臥
ớ
合
計
1
3
0
時
間
ỜỐ

■場 
J
A
西
印
旛
介
護
福
祉
部
ほ
か
Ố

■定 
　
人
Ố

14
■費 
受
講
料
ộ
6
2
街
0
0
0
円
ớ
3

回
ま
で
の
分
割
制
度
有
り
ỜỐ

※
別
途
健
康
診
断
料
4
街
5
0
0
円

程
度
有
り
Ố

■申 
8
月
　
日
俄
ま
で
に
左
記
へ
Ố

31

■問 
J
A
西
印
旛
介
護
福
祉
部
ớ
緯
碓42 

1
3
1
1
ỜỐ

※
平
日
の
午
前
　
時
Ỗ
午
後
3
時
Ố

10

猿
原
ỳ
ぱ
の
会ủ
刈
払
機
安
全
講

習
会
Ứ

　
刈
払
機
の
操
作
方
法
を
練
習
し
て

み
ま
せ
ん
か
Ố

■時 
8
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
Ỗ

29

30

午
後
2
時
　
分
Ố

30

※
雨
天
時
は
9
月
　
日
臥
に
延
期
Ố

19

■場 
白
井
市
福
祉
セ
ン
タ
ồ
Ố

噛
講
師
ộ
木
村
正
敏
氏
ớ
千
葉
県
林

業
サ
ồ
ビ
ス
セ
ン
タ
ồ
ỜỐ

■定 
5
人
Ố
■費 
1
0
0
円
ớ
保
険
代
ỜỐ

■他 
実
習
の
で
き
る
服
装
で
ỏ
弁
当
ỏ

飲
み
物
ỏ
手
袋
ỏ
筆
記
用
具
を
持
参
Ố

■申 
8
月
　
日
俄
ま
で
に
電
話
ỏ
ま
た

24

は
メ
ồ
ル
で
左
記
へ
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
ỳ
ぱ

と
森
の
会
・
矢
野
ớ
■携 
0
8
0
Ổ
5

0
8
7
Ổ
7
2
3
5
・
■メール y

m
h
ara

p
p
a@
y
ah
o
o
.co
.jp

ỜỐ

猿
第
２
回
み
ど
り
の
学
校

　
夏
休
み
親
子
で
遊
ぼ
う
ỏ
押
し
花

し
お
り
づ
く
り
Ố

■時 
8
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
Ỗ
正
午
Ố

23

10

■場 
印
旛
沼
公
園
駐
車
場
ớ
師
戸
ỜỐ

■費 
無
料
Ố

■問 
珂
塚
原
緑
地
研
究
所
ớ
緯
0
4
3

Ổ
2
7
9
Ổ
8
0
0
5
ỜỐ

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

平成27年（2015）8月15日号（4）

募
集

都
市

議
会

胸
題
材
ộ
市
内
の
四
季
折
々
の
風
景
Ố

胸
応
募
資
格
ộ
市
内
在
住
ỏ
在
勤
ỏ

在
学
の
人
Ố

胸
応
募
規
定
ộ
次
の
と
お
り
Ố

臼
現
像

し
た
写

真
ộ
L

判
ỏ
ハ

ガ
キ
サ

イ
ズ
ỏ

2
L
ỏ

8
切
ỏ

6
切
Ố

渦
電
子

デ
ồ
タ
ộ
3
0
0
万
画
素
数
以
上
の

も
の
で
ỏ
電
子
デ
ồ
タ
は
J
P
E
G

形
式
ớ
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
も
提

出
ỜỐ

■他 
被
写
体
に
人
物
ỏ
建
物
が
含
ま
れ

る
場
合
は
ỏ
本
人
ớ
管
理
者
な
ど
Ờ

の
承
諾
が
必
要
で
す
Ố

■申 
事
前
に
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
ỏ
写
真
を
添
え
て
左
記
ま
で

郵
送
ま
た
は
持
参
Ố

■問 
議
会
事
務
局
Ố

　
市
内
で
A
E
D
を
設
置
し
て
い
る

民
間
施
設
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
Ố
い
た
だ
い
た
情
報
は
ỏ

事
業
所
な
ど
周
辺
で

の
救
命
事
案
の
発
生

に
備
え
ỏ
市
の
ホ
ồ

ム
ペ
ồ
ジ
に
掲
載
し

お
知
ら
せ
し
ま
す
Ố

　
ま
た
ỏ
市
と
の
情

報
共
有
の
た
め
ỏ
印

西
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
に
も
ỏ
情
報

を
提
供
し
ま
す
Ố

■対 
市
内
の
民
間
施
設
Ố

怯
情
報
提
供
時
の
注
意
事
項

臼
A
E
D
設
置
施
設
の
関
係
者
か
ら

の
情
報
提
供
で
あ
る
こ
と
Ố

渦
緊
急
時
ỏ
一
般
の
人
が
無
償
で
利

用
で
き
る
A
E
D
で
あ
る
こ
と
Ố

嘘
情
報
提
供
の
内
容
に
変
更
が
生
じ

た
際
は
ỏ速
や
か

に
連
絡
で
き
る
こ

と
Ố

■申 
情
報
提
供
書

ớ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ồ
ド
可
Ờ
に
必

要
事
項
を
記
入
し

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ồ
ル
で
左
記
ま

で
Ố

■問 
健
康
増
進
課
総
務
班
ớ
緯
碓42 
5
5

9
5
・
胃
碓42 
5
5
1
4
・
■メール k

e
n
k

o
u
k
a@
city
.in
zai.lg

.jp

ỜỐ

 Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
いい

※情報提供に
　ご協力ください思いを込めた写真を表紙に

ごみの分別大事典シリーズH27－唄

　生ごみの水分を減らそ生ごみの水分を減らそうう鎧鎧
　昨年度に実施した印西クリーンセンターの調査では、家庭から出る「燃やすごみ」
の約４割が「生ごみ」という結果でした。「生ごみ」の約８割は水分と言われており、
「生ごみ」を出す際に、乾かして出したり、ギュッと絞り、水分を減らすことで、ごみ
の減量や、臭いの防止にも役立ちます。このほか、コンポストなどの生ごみ処理容器
や電気式生ごみ処理機などを利用して「生ごみ」を堆肥
化することで、プランターや家庭菜園などに肥料として
活用でき、ごみとして出さなくて済みます。
　コンポストは、ホームセンターなどで230Ｌ用なら６
千～１万円程度、電気式生ごみ処理機は、電気店などで
２～６人用なら５～６万円程度で購入できます。さらに、
領収書など必要書類をそろえ市役所や支所で手続きをす
れば補助金の交付を受けることができます。
　夏は、スイカやメロンなど、水分を多く含んだ食べ物
が多かったり、食べ残しの腐敗が早かったり、何かとキッチン周りが気になると思い
ます。ぜひ、「生ごみ」を減らすことや、出さない方法を試してみてください。
■ クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）。

電気式生ごみ処理電気式生ごみ処理機機


